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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

① 本製品は弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ専用の定義体です。弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ以外では

ご使用にならないでください。 

 

② 対象マイコンと定義体との対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する恐れがあ

ります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用ください。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲ

ＥＳＳ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

ＦＩＸ８０３は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

ＦＩＸ８０３は、Ｉｎｆｉｎｅｏｎ社製：ＴＣ３９７ＸＡ－２５６Ｆを対象とする、これと同一のア

ルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご使用ください。（ＰＬＸ４２０のライセンスが必要

となります。） 

その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

※ 本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせてご

使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシステ

ムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

型名 ＦＩＸ８０３ 

ターゲットマイコン ＦＩＸ８０３Ｍｘｘマイコンパックで規定 

ＰＦＬＡＳＨ 

メモリ容量 
同上 

ＤＦＬＡＳＨ 

メモリ容量 
同上 

ＰＦＬＡＳＨ ＊２ 

メモリアドレス 
同上 

ＤＦＬＡＳＨ ＊２ 

メモリアドレス 
同上 

ターゲットインタフェイス 

ＪＴＡＧインタフェイス 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／５Ｍ／１０Ｍ／２０Ｍｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト    ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ＦＩＸ８０３Ｍｘｘマイコンパックで規定 

ベリファイモード ■ＦＵＬＬベリファイ  ■ＳＵＭベリファイ 

デフォルト ＦＩＸ８０３Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 

マイコンの動作電圧 同上 

 

対象マイコンの詳細は各種マイコンパックのユーザーズマニュアルをご参照ください 
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＊１：本定義体の対象とするマイコンでは、ＰＦＬＡＳＨメモリ、ＤＦＬＡＳＨメモリ等の複数のメ

モリ領域を持つものが存在します。 

各メモリのアドレス空間をそのまま利用しライタのバッファメモリを構築するとバッファメモ

リが大きくなってしまうため、ライタ上では仮想のアドレスに変換して各メモリのデータを保

持します。 

また、Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈメモリ用のオブジェクトファイルがキャッシュアドレス、

非キャッシュアドレス混在で生成されている場合は、１つのエリアへまとめて展開し、保持し

ます。 

マイコンへの書き込み時は、再度アドレスを変換して元のアドレスに戻して書き込みます。 

下記にアドレス変換の例を示します。 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address Target Memory 

#80000000 PFLASH 0-5 

 

#80000000 PFLASH 0-5 

 

#A0000000 PFLASH 0-5 

   

   

   

   

#80FFFFFF #80FFFFFF #A0FFFFFF 

  #81000000 DFLASH   

     

#A0000000 PFLASH 0-5 #810FFFFF #AF000000 DFLASH 

    

  #AF0FFFFF 

    

 

 

  

#A0FFFFFF   

   

   

#AF000000 DFLASH 

 

#AF0FFFFF 

  

  

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

メモリ名称 本来の先頭アドレス 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス 

ＰＦＬＡＳＨ０－５ 
＃８０００００００（キャッシュ） 

＃Ａ０００００００（非キャッシュ） 
＃８０００００００ 

ＤＦＬＡＳＨ ＃ＡＦ００００００ ＃８１００００００ 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 

 ＳＷＸ６００（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行いま

す。リモートコントローラのご利用方法については、ＳＷＸ６００：リモートコントローラのインスト

ラクションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値から０．１Ｖ程度低い値を設定頂くことを推奨致します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュ

アル（スタンドアロン）をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 

マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 

設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのキー操作では、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなりま

す。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドアロン）をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

  グループとして、アドレスの小さい方から、小さい番号のブロックグル 

ープ番号を付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのブロックが連続 

して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたサイズのブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

また、ブロックサイズを１にするとアクセス禁止領域となります。アクセ

ス禁止領域はデバイスファンクション実行領域内でも、書き込み・ 

消去等が実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

３ ＃００００００００ ＃００００００００ 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

＃ＦＦＦＦＦＦ → 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

本コントロールモジュールでは、設定は不要です。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

ＵＣＢの処理設定を行います。 

ＵＣＢ処理の詳細については２－４章をご参照ください。 

値 LCD E.P.R    

0000 St’d UCB書き込み無効 

0001 Opt.1 UCB書き込み有効 

0010 Opt.2 UCB書き込み無効、ＵＣＢプロテクト解除 

0011 Opt.3 UCB書き込み有効、ＵＣＢプロテクト解除 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 

機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（２２ピン端子）信号から出力されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドアロ

ン）をご参照ください。 

 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

本コントロールモジュールでは、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

ＪＴＡＧを選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドア

ロン）をご参照ください。 

 

・ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

通信速度を設定します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＪＴＡＧ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（ス

タンドアロン）をご参照ください。 
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⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を１６桁まで入力できます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの表示型名変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作

マニュアル（スタンドアロン）をご参照ください。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑧の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の３項目の設定を行います。 
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①Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界ア

ドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

②Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロードする領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 

 

③Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ 

Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ実行時のベリファイモードを設定します。 

デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行されるＲｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙは、Ｖｅ

ｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているリードベリファイが実行されます。ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの

ベリファイモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドアロン）をご参照くだ

さい。 

・ＳＵＭ ＲＥＡＤ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値を読み出し、プログラマがＰｒｏｇｒａｍ時

に転送した書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 

・ＦＵＬＬＲＥＡＤ 

プログラマがマイコンへＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを送信し、マイコン側でフラッシュ

メモリデータとの比較を行います。 

 

 

④ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～③の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください。 

設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

デバイスファンクション ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ 

Ａｒｅａ設定によ

るフラッシュメモ

リ一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

フラッシュメモリ 

全領域 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ブロックコンフィ

グレーションによ

る書き込み禁止 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

フラッシュメモリに対す

る実行動作 

■Erase  □Erase  ■Erase*1  

■Blank ■Blank*2 □Blank  ■Blank*1  

  ■Program  ■Program  

  ■Read  ■Read ■Read ■Copy 

     ■Read 

備考 

 

パラメータ設定によりUCB領域の書き込みを行います。 

 

 

＊１：直前のＢｌａｎｋでブランク状態と判定された場合はＥｒａｓｅとＢｌａｎｋは実行しません。 

＊２：通常のＢｌａｎｋ動作とＵＣＢ書込み機能を切り替えることができます。 
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２－４．ＵＣＢ領域 

 

２－４－１．概要 

フラッシュメモリには特定の用途に使用されるデータを格納する領域としてＵＣＢ（Ｕｓｅｒ Ｃｏ

ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ Ｂｌｏｃｋ）と呼ばれる領域があります。 

ＵＣＢ領域の書き込みには、拡張子が“ＹＤＤ”となるファイル（ＹＤＤファイル）を使用します。 

ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定によりＵＣＢブロックの書き込みが有効な場合、ＹＩＭ

フォルダの ＹＤＤファイルからデータを読み出し書き込みを行います。ＹＤＤファイル存在しない場

合にはエラーとなり処理は行われません。 

ＹＤＤファイルの最大サイズは６４ＫＢｙｔeです。 

 

 

 

２－４－２．ＹＤＤファイル 

ＵＣＢ領域の書き込みにおいて、ＹＤＤファイルに書き込みデータを格納します。 

ＹＤＤファイルはＹＩＭフォルダに１つだけ配置することとします。２つ以上存在する場合はエラー

とします。ＹＤＤファイルに格納するデータはモトローラＳフォーマットとします。ＵＣＢ領域のアド

レスのデータを書き込みデータとして使用し、範囲外のデータは無効とします。 

Ｓレコードはアドレス順とし、１つのレコード内のデータはＵＣＢのセクタサイズ５１２Ｂｙｔe の

境界を越えないこととします。 

 ＹＤＤファイルにデータが格納されたセクタのみ書き換えを行います。書き込みはセクタ単位で行い、

データが存在しないアドレスは０が書き込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S315AF400000FE0059B3000000A0705579318FAA86CE55 

S315AF40001000000000000000000000000000000000EB

S30DAF402BF00000000000000000E8 

S315AF403E0000000000000000000000000000000000BD 

S315AF403E1000000000000000000000000000000000AD 

S9030000FC 

0xAF400000 

  (UCB0) 

 

0xAF4001FF 

0xAF402A00 

  (UCB21) 

 

0xAF402BFF 

0xAF403E00 

  (UCB31) 

 

0xAF403FFF 
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２－５．デバッグインターフェイスのパスワード認証 

 

２－５－１．概要 

ＵＣＢの設定でデバッグインターフェイスのアクセス禁止設定を行う事ができます。 

ＵＣＢ＿ＤＢＧ＿ＯＲＩＧ，ＵＣＢ＿ＤＢＧ＿ＣＯＰＹに設定値を書き込む事で有効にすることがで

きます。 

 

対象の領域 

UCB Address Size 

UCB18 (UCB_DBG_ORIG) 0xAF402400 512 byte 

UCB26 (UCB_DBG_COPY) 0xAF403400 512 byte 

 

UCBの設定項目 

設定 Address 内容 

DMU_HF_PROCONDBG (PROCONDBG) 0xAF402400 PROCONDBG設定 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW0) 0xAF402500 Password 0 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW1) 0xAF402504 Password 1 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW2) 0xAF402508 Password 2 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW3) 0xAF40250C Password 3 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW4) 0xAF402510 Password 4 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW5) 0xAF402514 Password 5 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW6) 0xAF402518 Password 6 

UCB_DBG_ORIG_PW (PW7) 0xAF40251C Password 7 

UCB_DBG_ORIG_CODE(CONFIRMATION) 0xAF4025F0 UCBセクタの状態 

 

PROCONDBGレジスタ 

 

 

 

 

DMU_HF_PROCONDBGにDBGIFLCKビットを1に設定するとデバッグインターフェイスのロックが有効になり

ます。解除するためにはUCB_DBG_ORIG_PWに設定するパスワードを使用して認証する必要があります。 

 

RES UCB 

Reserved 

TIC DBGIFLCK UCB 

Reserved 

EDM OCDSDIS 
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２－５－２．パスワード 

ＵＣＢ＿ＤＢＧ＿ＯＲＩＧ／ＣＯＰＹエリアに設定されたパスワードは、拡張子ＤＰＷファイルにて

解除処理を実施することができます。 

Ｓレコードにデータを格納し、アドレスは無視されます。 

パスワードデータはＰＷ０～ＰＷ７の３２バイトとなり、ＤＰＷファイルに格納されたデータが３２

バイトに満たない場合はエラーとなります。 

ＹＩＭフォルダにＤＰＷファイルがあればパスワード認証の処理を行います。 

 

UCB_DBG_ORIGパスワード書込用YDDファイル例 

ヘッダ サイズ アドレス データ チェックサム 

S3 15 AF402400 02000000000000000000000000000000 D5 

S3 15 AF402500 01020304020202020303030304040404 A8 

S3 15 AF402510 05050505060606060707070708080808 5E 

S3 15 AF4025F0 34122143000000000000000000000000 3C 

 

パスワード解除用DPWファイル例は以下となります。 

ヘッダ サイズ アドレス データ チェックサム 

S1 13 0000 01020304020202020303030304040404 BE 

S1 13 0010 05050505060606060707070708080808 74 

 

 

 

２－６．ＵＣＢのプロテクト解除 

 

２－６－１．概要 

 

ＵＣＢに設定されたプロテクト解除を行う事ができます。 

ＹＩＤファイルはＹＩＭフォルダに１つだけ配置することとします。２つ以上存在する場合はエラーと

します。 

ＵＣＢ領域のパスワード格納領域に書き込まれたパスワードで解除処理を実施することができます。拡

張子ＹＩＤファイルに格納したパスワードデータを解除処理に使用します。 

“ＣＯＮＦＩＲＭＥＤ”状態のＵＣＢセクタを一時的に“ＵＮＬＯＣＫ”状態とし、読み出しや書き換

えができるようにします。 

ＹＩＤファイルには３２バイトのパスワードのみをアドレス順に、Ｓレコードにデータを格納してくだ

さい。ＵＣＢのパスワード領域は下記のようになります。 

 

ＵＣＢパスワード アドレス 

ＵＣＢ＿ＢＭＨＤ０ ORIG:0xAF400100～0xAF40011F 

COPY:0xAF401100～0xAF40111F 

ＵＣＢ＿ＰＦＬＡＳＨ ORIG:0xAF402100～0xAF40211F 

COPY:0xAF403100～0xAF40311F 

ＵＣＢ＿ＤＦＬＡＳＨ ORIG:0xAF402300～0xAF40231F 

COPY:0xAF403300～0xAF40331F 
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ＵＣＢ＿ＤＢＧ ORIG:0xAF402500～0xAF40251F 

COPY:0xAF403500～0xAF40351F 

ＵＣＢ＿ＥＣＰＲＩＯ ORIG:0xAF402D00～0xAF402D1F 

COPY:0xAF403D00～0xAF403D1F 

ＵＣＢ＿ＳＷＡＰ ORIG:0xAF402F00～0xAF402F1F 

COPY:0xAF403F00～0xAF403F1F 

 

 

 

 

パスワード用YIDファイル例 

ヘッダ サイズ アドレス データ チェックサム 

S3 15 AF402300 01020304020202020303030304040404 AA 

S3 15 AF402310 05050505060606060707070708080808 60 

 

 

 

 

 

 

 

２－７．ＵＣＢ領域の読み出し 

 

【ＦＵＮＣ ８２】を使用してＵＣＢブロックのデータを読み出し、ファイルに出力することができ

ます。出力されるファイル名は“ＹＵＣＢＤＡＴ０．Ｓ”で、フォーマットはＳレコードとなります。 
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２－８．オブジェクトファイル書き込み機能 

 

２－８－１．概要 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳではコントロールモジュールフォルダ内に対象マイコン用の仮想メモリを準

備しています。 

通常はオブジェクトファイルダウンロード機能においてコントロールモジュール内部のバッファメモ

リ（仮想メモリ／マイコンのフラッシュメモリと同等の容量）に書き込みデータをダウンロードし、書

き換え範囲設定に従って、バッファメモリの内容を対象マイコンに書き込みます。 

バッファメモリの内容をマイコンにそのまま書く形となりますので、オブジェクトファイル中に記載が

ないアドレスのデータもマイコンに書き込みます。(通常モード) 

本コントロールモジュールではオブジェクトファイルのデータが存在するアドレスのみを書き込む機

能を備えています。(オブジェクトファイル書き込みモード) 

ただし、Ｆｌａｓｈは３２Ｂｙｔｅ単位がマイコンの書き込み最小単位となりますので、それよりも

小さい範囲の書き込み省略は行えません。 

 

 

２－８－２．オブジェクトファイル書き込み機能の設定 

本コントロールモジュールでオブジェクトファイル書き込み機能をご利用になる時は以下の手順でパ

ラメータ設定を変更ください。 

 

 【設定方法】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められますので 

＂ＡＦ２００＂ 

と入力して下さい。 (入力した文字はマスクされて表示されます)。 
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①オブジェクトファイル書き込み機能を有効にする。 

【Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２】の＃６０Ｃの値で有効・無効を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＃６０Ｃの値が 

  ８０：通常モード 

  Ｃ０：オブジェクトファイル書き込みモード 

 となります。上記以外の設定値にはしないでください。 

 

 

対象エリア 

 ＃６０Ｄの値でオブジェクトファイル書込みモードを有効にするエリアを設定します。対応するビッ

トを１にすると有効、0で無効となります。 

 bit0 : エリア０ (ＰＦＬＡＳＨ) 

  bit1 : エリア１（ＤＦＬＡＳＨ） 

 

設 定 変 更 後 は 、 ウ ィ ン ド ウ に 移 る 前 に 必 ず 、 Ｏ Ｋ キ ー を 押 し て く だ さ い 。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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②ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのオブジェクトダウンロード機能を使用し、オブジェクトファイルをダウン

ロードしてください。 

オブジェクトファイルダウンロードを実行する前にバッファメモリの初期化を実行ください（“６－３．

制限事項”参照） 

リモートソフトをご利用の場合は、【Ｌｏａｄ Ｏｂｊｅｃｔ Ｄａｔａ】機能を使用します。 

（【Ｃｏｐｙ Ｆｉｌｅ】機能ではございませんのでご注意ください。【Ｃｏｐｙ Ｆｉｌｅ】でコン

トロールモジュールフォルダにオブジェクトファイルを一旦コピーする場合、その後【ＦＵＮＣ Ｆ

１】でオブジェクトファイルダウンロードを実行ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Ｅ．Ｐ．Ｒで書き換えを実行します。 

オブジェクトファイル書き込み機能の有効ファンクションは、Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ、ＲＥＡ

Ｄとなります。 

ＥＲＡＳＥ、ＢＬＡＮＫ、ＣＯＰＹについては通常の動作と共通となります。 

続けて書き込む場合に、①～②の設定を再度実施することは必要ありません。 

ただし、ＣＯＰＹを実行した後は、対象オブジェクトなしの状態となり、書き込みを行おうとした場合

はエラーとなりますのでご注意ください。 
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２－８－３．制限事項 

①書き込み単位について 

Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈはアドレスが３２Ｂｙｔｅ境界から３２Ｂｙｔe単位で、Ｄａｔａ Ｆｌ

ａｓｈは８Ｂｙｔｅ単位で書き込まれます。 

オブジェクトファイルのデータ設定で３２Ｂｙｔｅの不足している部分については仮想メモリ内のデ

ータが書き込まれます。 

オブジェクトファイルダウンロードを実行する前に必ずバッファメモリの初期化を実行ください。 

バッファメモリの初期化は【ＦＵＮＣ ２】のバッファクリアを実行してください。 

各書き込み単位の境界未満となる部分に０ｘ００以外の特定データの埋め込みをする場合は、バッフ

ァクリア後に【ＦＵＮＣ １】のブロックストア機能をご利用ください。 

 

②ベリファイモード 

本製品でのベリファイはオブジェクト書き込みの対象エリアに依らず、“２－１．対象マイコンと仕

様”の注記＊２に記載のベリファイが実施されます。 

 

③連続でオブジェクトファイルのロードを行った場合 

バッファクリア後に連続してオブジェクトファイルのロードを行った場合、次にバッファクリア、又

はＣＯＰＹを実行するまで（カレントファイル名が登録されている間）はロードしたデータが有効と

なります。ただし、同一アドレスにデータをダウンロードした場合、該当アドレスは最後にロードし

たデータが有効となります。 
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＜オブジェクトファイル書き込み例＞ 

１．バッファクリア【ＦＵＮＣ Ｄ２】を実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッファメモリはＡｌｌ ０ｘＦＦとなり、カレントファイル名がクリアされます。 

（書き込み単位の境界未満となる部分に０ｘ００以外の特定データの埋め込みをする場合は 

【ＦＵＮＣ １】のブロックストア機能をご利用ください） 

 

 ２．オブジェクトファイル１をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル１の内容  がバッファメモリにロードされます。 

 

 

 ３．オブジェクトファイル２をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル２の内容  がバッファメモリにロードされます。 

 

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 
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 ４．オブジェクトファイル３をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル３の内容  がバッファメモリにロードされます。 

（同一アドレスのデータがあった場合は後からロードしたデータが有効となります） 

 

 

 ５．書き換えを実行 

  消去 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラッシュメモリは消去状態となります。 

 

  書き込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロードしたオブジェクトファイルの内容    がフラッシュメモリに書き込まれます。 

書き込み単位に満たない領域のデータは  （バッファメモリの値）が書き込まれます 

書き込みが実行されない部分は消去状態のままとなります。 

 

 

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

フラッシュメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

フラッシュメモリ 
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２－９．デバイスファンクションのＵＣＢ書き込み機能 

 

パラメータ設定により、“ＢＬＡＮＫ”の動作をＵＣＢ領域の書き込みを行う設定とする事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＃１４Ｆの値が 

  ００：通常モード（ブランクチェック） 

  ０１：ＵＣＢ領域書き込みモード 

 となります。上記以外の設定値にはしないでください。 
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３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

３－１．信号一覧表 

 本コントロールモジュールをご利用いただいた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示し

ます。 

 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＴＣＫ ＴＣＫ １ １４ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＴＤＩ ＴＤＩ ２ １５ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＴＤＯ ＴＤＯ ３ １６ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＴＭＳ ＴＭＳ ４ １７ ＧＮＤ ＶＳＳ 

／ＴＲＳＴ ｎＴＲＳＴ ５ １８ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＲＤＹ ６ １９ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ３ ７ ２０ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ４ ８ ２１ ＴＭＯＤＥ  

 ＶＣＣ ９ ２２ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ用信号 ／ＴＩＣＳ （１０） ２３ ／ＴＲＥＳ ／ＰＯＲＳＴ 

ＶＳＳ ＧＮＤ １１ （２４） ＷＤＴ 
ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 

ＶＳＳ ＧＮＤ １２ ２５ ＴＶｃｃｄ ＶＥＸＴ 

 
ＰＲＯＢＥ 

ＳＥＬＥＣＴ 
１３    

ターゲットプローブ信号表（ＦＩＸ８０３） 

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎｕ

ａｌ』をご覧下さい。 
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３－２．代表的な接続例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットシステムとの接続例 

 

 ＊１：オプション機能です。 

 

  

 

 

Target System 

TDO 

TDI 

TCK TCK 

TDI 

TDO 

WDT 

VSS 

/TICS 

TC397 

 

/PORST 

VEXT 

TVccd 

GND 

NET IMPRESS 

(1) 

(2) 

(3) 

(10) 

(25) 

(18) 

*1 

/TRES 
(23) 

TMS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

md0 

TMS 
(4) 

PHX400 

/TRST nTRST 

 

(5) 

(11,12,14,15,16) 
(17,18,19,20,22) 
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①“書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定義 

されている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。 

／ＴＩＣＳ信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる信

号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳがネゲー

トされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが接続され

ていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義 

されるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄで設定されたクロック信号がＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳより

出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子に

接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
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３－３．制御信号波形 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ライタ仕様 

 TRLW1 300ms （min） 

 TRLW2  100ms （min） 

 TRMS1  200ms （min） 

 TRMS2  50ms （min） 

 TRRS 100us （min） 

 

“           ”は、Ｈｉｚを示します。 

＊１ ＷＤＴはオープンコレクタ出力です。 

 

 

 

TRMS1 

WDT *1 

TRMS2 

TRLW1 TRLW2 

TDO 

TMS 

TCK 

TDI 

/TRES *1 

TRRS 

nTRST 

/TICS 
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【動作手順】 

 

①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

②デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通信

チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラッ

シュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通

信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④デバイスファンクション終了後、／ＴＩＣＳをネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 



 33 

 

３－４．プローブ 

 弊社では、標準プローブとしてＰＨＸ４００を用意しております。各プローブのご用命は、弊社又は

弊社代理店までご相談下さい。 

各プローブの仕様は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアルまたは、弊社ホームペー

ジをご参照ください。 

 下図にＰＨＸ４００の構成概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザターゲット側末端は、コネクタが付いていません。お客様のターゲットシステムにあわせて、

コネクタを付けて頂く必要があります。 

 

 

 

Adapter 

NET IMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ PHX400 
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４．ＦＩＸ８０３固有のエラーメッセージ 

 

４－１．概要 

信号線の接続やパラメータ設定の誤りに対して、デバイスファンクション実行時に、特別なエラーメ

ッセージを出力されます。 

本章に記載されている以外のエラーメッセージは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニ

ュアルをご参照下さい。 

 

４－２．エラーメッセージ一覧 

＜表 7－１．機種固有のエラーメッセージ一覧＞ 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

1121 

DEVICE CONNECTION FAILED 

要因 ターゲットとの接続に失敗しました。 

対策 正しく接続されているかご確認ください。 

1125 

MORE 2 YDD FILES 

要因 ＹＤＤファイルが２つ以上存在します。 

対策 ＹＤＤファイルは１つだけ配置してください。 

1126 

YDD FILE FORMAT ERROR 

要因 ＹＤＤファイル形式に異常があります。 

対策 ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

1127 

YDD FILE SIZE ERROR 

要因 ＹＤＤファイルサイズが大きすぎます。 

対策 
ＹＤＤファイルのデータを削減し、最大サイズを超えないよ

うにしてください。 

1128 

YDD FILE NOT FOUND ERROR 
要因 

ＹＤＤファイルが存在しません。 

112A 

MORE 2 YID FILES 

要因 ＹＩＤファイルが２つ以上存在します。 

対策 ＹＩＤファイルは１つだけ配置してください。 

112B 

YID FILE FORMAT ERROR 

要因 ＹＩＤファイル形式に異常があります。 

対策 ＹＩＤファイルの内容をご確認ください。 

112C 

YID FILE NOT FOUND ERROR 
要因 

ＹＩＤファイルが存在しません。 

113E 

JTAG ADAPTER ERR 

要因 ＪＴＡＧ制御に失敗しました。 

対策 
プローブ及びアダプタが正しく接続されているかご確認く

ださい。 

1140 

PHX400 ADAPTER CONNECT ERR 

要因 ＰＨＸ４００の初期化に失敗しました。 

対策 
プローブ及びアダプタが正しく接続されているかご確認く

ださい。 

ERR-NO.0x1141 

PHX400 ADAPTER CONNECT ERR 

要因 ＰＨＸ４００との通信に失敗しました。 

対策 
プローブ及びアダプタが正しく接続されているかご確認く

ださい。 
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